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山
本
清
掃
は
昭
和
２４
年
、
山
本
敏
裕
社
長

の
父 

故
武
雄
会
長
が
創
業
。創
業
当
時
は
、今

の
祇
園
や
河
原
町
と
い
っ
た
繁
華
街
で
大
八
車

を
引
き
な
が
ら
、
全
て
人
の
手
で
廃
棄
物
を
回

収
す
る
と
い
う
大
変
労
力
の
必
要
な
作
業
で

し
た
。し
か
し
、そ
の
地
域
の
人
々
に
必
要
と
さ

れ
、感
謝
さ
れ
る
こ
と
が
心
の
支
え
と
な
り
、現

在
の
経
営
の
礎「
お
客
様
第
一
主
義
」「『
も
っ
た

い
な
い
』の
、一
歩
先
へ
」「
世
の
た
め
、人
の
た
め

に
つ
く
す
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。平
成
４
年

の
法
人
化
以
降
は
、空
き
缶
・
空
き
瓶
、ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
の
開
設
、
機
密
文

書
出
張
裁
断
処
理
車
の
導
入
、医
療
系
廃
棄
物

処
理
や
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
そ
の
時
々
の

課
題
や
取
引
先
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
事
業

展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　
時
代
と
と
も
に
廃
棄
物
へ
の
認
識
も
変

わ
っ
て
い
ま
す
。循
環
型
社
会
に
対
応
す
る

べ
く
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
、
京
都
最
大
級
の

古
着
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
工
場「
京
丹
波

ウ
エ
ス
」
で
す
。回
収
し
た
衣
服
を
廃
棄
物
と

し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、古
着
と
し
て
の
再
使

用
や
、
ウ
エ
ス（
機
械
の
油
ふ
き
な
ど
に
用
い

る
布
）に
加
工
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
で
、
焼

却
し
て
い
れ
ば
大
量
に
発
生
す
る
C
O
2
量
を

削
減
す
る
な
ど
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
収
益
の
一
部
を

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
活
動
（
乳
が
ん
の
正
し
い
知
識

を
広
め
、
早
期
受
診
を
推
進
す
る
活
動
）や
東

日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
活
動
と
し
て
寄
付

を
行
う
こ
と
や
、
社
員
に
障
が
い
者
を
雇
用

し
て
自
立
支
援
を
推
進
す
る
な
ど
、
社
会
貢

献
事
業
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。「『
産
業

廃
棄
物
処
理
事
業
者
だ
か
ら
出
来
な
い
』
な

ど
と
決
め
つ
け
る
必
要
は
な
い
。こ
れ
か
ら
も

人
が
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
時
代
が
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
は
、
な
ん
で
も
挑
戦
し
て
い
き

た
い
」と
山
本
社
長
は
言
い
ま
す
。

「人様のお役に立てる仕事をする」ことが
「日本のきれいを創る」

　本所環境対策特別委員会では平成２３年６月に「環境行動計画」を策定し、環境関係に取り組む企業
を応援しています。今回は、山本清掃の山本敏裕社長に本委員会の石田敬輔委員長がお話をお伺い
しました。
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時
代
が「
必
要
と
し
て
い
る
」

こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り

「
世
の
た
め
、
人
の
た
め
」で

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

創業者の精神「埃かぶって誇りもて」。社訓と
して社員の行動規範として掲げられている。

「京丹波ウエス」の作業風景。回収された古着は、
社員の手でひとつひとつ丁寧に選別されてく。

「時代の変化に伴う、お客様のニーズに瞬時に応えられるよう、
常に新しいことに挑戦したい」という山本社長は、併せて「この業界
はトレンドの変化が早いので、過大な設備投資をしていたら、ブー
ムが終わっているということが多い。今ある商材でいかにして新し
い展開が出来るかを考えてチャレンジすることが大切」ともおっ
しゃっていました。まさに、自社事業での環境の取り組みは目先の
ことに惑わされることなく、その先をも見据えて取り組んでいきた
いものです。

石田委員長のワンポイントメモ
環境対策特別委員会

産業廃棄物の３R（リデュース・リユース・リサイクル）を推進するた
め、設立された（一社）京都府産業廃棄物３R支援センターでは、事
業所の皆さんが３R活動を実践するためのポイントや処理業者に
委託する際の難しい法律をわかりやすく解説した小冊子を発行し
ています。セミナーの開催、事業所向け補助事業のほか、３Rに関す
る各種ご相談も受け付けておりますので、ぜひ、ご活用ください。

企業の産業廃棄物の３R推進を応援 
「（一社）京都府産業廃棄物３R支援センター」

http://www.kyoto-3rbiz.org/index.html


